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　４月２９日に発令された、平成２４年春の叙勲および第１８回危険業務従事者叙勲

の市内受章者を紹介します。

平成２４年 春の叙勲　平成２４年 春の叙勲　
第１８回 危険業務従事者叙勲第１８回 危険業務従事者叙勲

　公文さんは、昭和４１年に旧郵政省に採用され、大阪・京都府内の郵

便局で勤務されました。昭和５６年からは土佐山田郵便局に配属となり、

平成１４年に退職されるまで、同局で郵便・貯金・保険の外勤業務を務

められました。

　熱心に取り組まれた郵便配達業務では、集合住宅の郵便受けには氏名

表示がない上、入居者も入れ替わるため誤配達が多く、その対策として

簡易表札を作って配布し、空き室の郵便受けにはテープを貼るなど、誤

配達の防止に努められました。また、ポストの置いていない家にはポス

トを販売し、郵便環境の向上にも努められました。

　公文さんは「仕事を通じ、いろんな人を知ることができた。退職後に

勤めた大栃局の外勤業務では、地元物部町内を知ることができてよかっ

た」と話されました。

　平山さんは、昭和３４年４月に高知県警に採用され、高知署、清水署

などで勤務され、平成１３年３月に高知警察署地域課警部を最後に退職

されました。

　平成５年４月から平成８年までは、大栃幹部派出所で所長として勤務

されました。着任した年は４月に、物部村別役山山林火災が発生し、夏

には土砂崩れにより、県道大豊物部線（物部町安丸）、国道１９５号崎

山トンネル（物部町別役）が不通となった大変な年でした。

　平山さんは「大栃在勤中は、地元の方に大事にしてもらった。山菜を

もらったり、地域の方と飲みあかした楽しい思い出があります」と話さ

れ、夫婦で三嶺に登った思い出もあり、警察官としての勤務生活の中で

も楽しく過ごせた３年間で、大栃を離れた後も当時を懐かしみ、湖水祭

に訪れているそうです。

（郵政業務功労）
　

くもん あきお

瑞宝単光章　

公文 章雄さん（６５歳）
物部町庄谷相

春の叙勲

（警察功労）
　

ひらやま しょうすけ

瑞宝双光章　

平山 彰祐さん（７１歳）
土佐山田町岩次

危険業務従事者叙勲

　小山さんは、昭和４２年１０月に土佐山田町消防団に常勤機関員とし

て採用され、昭和４３年の土佐山田町消防本部設置と同時に消防士とな

り、平成１４年３月に山田消防組合を退職されました。

　平成１１年４月から平成１４年３月までは、山田消防組合消防司令長

・同消防本部消防長を務められ、消防行政に大きく貢献されました。

　採用当時は職員定数４名であり、少人数で２４時間勤務を回さなけれ

ばならず、激務であったと当時の苦労を話してくれました。３４年の勤

務の中でも、いとこや同僚が犠牲となった繁藤災害は今も頭から消える

ことはなく、こうした災害について小山さんは「毎年日本全国のどこか

で災害が起きている。災害を予知することは難しい。今まで起こらなか

ったから大丈夫という過信があるのではないでしょうか」と、防災・減

災に向けて心構えの必要性を話してくれました。

（消防功労）

こやま  まさお

瑞宝単光章　

小山 昌男さん（６６歳）
土佐山田町繁藤
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